
まちのうごき

（別冊 けいじばん、いきいきカレンダー）

まちからのおしらせ

まちのできごと

ふるさとの誇りを訪ねて

こどもたちに夢と未来をつなぐまち

広報

月号 No.

【写真】

今月の主な内容（Contents）

９

予防接種について

臨時福祉給付金、障害・遺族年金受給者向け給付金

下水道への早期接続をお願いします

役場各課などからのお知らせ　　ほか

138
平成 28 年（2016）

2

4

10
12

－ 全国第 3位の快挙！ －

　東京体育館（東京都）を中心に 8月 9日から 4日

間開催された、「第 36 回全日本バレーボール小学生

大会」男女混合の部で第 3位に輝いた村岡ジュニア

バレーボールチームが 8月 17 日、浜上町長を表敬

訪問しました。

　キャプテンの坂中心
こころ

さん（村岡区市原）は「全国

大会で学んだことを今後に生かしたいです」と力強

く語ってくれました。

第 36 回全日本バレーボール小学生大会
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

予
防
接
種

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

①
高
齢
者
の
た
め
の

②
高
齢
者
の
た
め
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は
、
定
期

接
種
と
し
て
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負

担
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
助
成
対
象
者
で
未
接
種
の
人
は

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

① 

本
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・
80

歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・
１
０
０
歳

に
な
る
人

　

② 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
あ

る
人

　

※ 

①
②
の
い
ず
れ
も
、
こ
れ
ま
で
に
接
種

を
受
け
た
人
は
対
象
外
で
す
。

自
己
負
担
額

　

４
３
０
０
円

　

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

そ
の
他

　

肺
炎
球
菌
の
感
染
に
不
安
が
あ
る
人
は
、

早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、

定
期
接
種
対
象
者
で
な
い
人
は
接
種
費
用
の

全
額
が
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

直
接
予
約
し
、
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

町
外
の
接
種
協
力
医
療
機
関
（
豊
岡
市
と

新
温
泉
町
の
医
療
機
関
の
一
部
）
で
も
手

続
き
を
す
る
こ
と
な
く
、
接
種
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
医
療
機
関
名
な
ど
は

役
場
健
康
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
際
に
「
香
美
町
民
」
で
あ
る
こ
と
を
必

ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※ 

接
種
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
の
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
医
療
機
関
に
接
種
の
予
約
を
行

う
前
に
、
必
ず
役
場
健
康
課
ま
た
は
各
地

域
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

 　

手
続
き
を
行
わ
ず
に
接
種
し
た
場
合
、

全
額
自
己
負
担
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
12
月

ご
ろ
か
ら
翌
年
３
月
ご
ろ
に
か
け
て
流
行
し

ま
す
。
予
防
接
種
の
効
果
が
出
る
ま
で
に
２

週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
流
行
前
（
12

月
中
旬
ま
で
）
の
早
め
の
接
種
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　

本
年
度
も
10
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
の
高

齢
者
を
対
象
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
費
用
の
一
部
を
公
費
で
負
担
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

　

町
内
に
住
所
の
あ
る
予
防
接
種
希
望
者
で
、

次
の
①
、
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　

①
接
種
時
に
65
歳
以
上
の
人

　

② 

接
種
時
の
満
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
機
能
に
障

害
の
あ
る
人
、
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能
障
害
の
あ

る
人

助
成
対
象
と
な
る
接
種
期
間

　

10
月
１
日（
土
）〜
平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）

　

※ 

医
療
機
関
に
よ
っ
て
接
種
期
間
が
異
な

る
の
で
、
接
種
を
希
望
す
る
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
額

　

２
５
０
０
円

　

※ 

助
成
回
数
は
一
人
１
回
（
２
回
目
接
種

は
全
額
自
己
負
担
）

　

※  

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
無
料

接
種
時
に
必
要
な
も
の

・
住
所
や
年
齢
が
確
認
で
き
る
書
類

　

（
医
療
保
険
証
な
ど
）

・
健
康
手
帳

　

※ 

接
種
ま
で
に
役
場
ま
た
は
各
地
域
局
で

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
自
己
負
担
額

　

※ 

生
活
保
護
世
帯
の
助
成
対
象
者
は
接
種

時
に
医
療
機
関
窓
口
で
接
種
券
（
役
場

か
ら
送
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法
な
ど

　

町
内
の
接
種
協
力
医
療
機
関
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
希
望
す
る
医
療
機
関
に
各
自
で

医療機関名 電話番号

下山医院 36・3250

山本クリニック 39・1525

公立香住病院 36・1166

佐津診療所 38・0459

村瀬医院 94・0003

公立村岡病院 94・0111

兎塚診療所 96・0012

川会診療所 95・0024

小代診療所 97・2023

町内の接種協力医療機関

（市外局番はすべて 0796）
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Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
が

定
期
接
種
化
さ
れ
ま
す

③
乳
児
の
た
め
の

　

Ｂ
型
肝
炎
は
、
子
ど
も
が
感
染
し
て
も
多

く
の
場
合
は
症
状
が
軽
い
か
現
れ
ま
せ
ん
が
、

発
症
し
な
い
ま
ま
年
月
を
経
て
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
を
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
発
症
を
抑
制
す
る
Ｂ
型
肝
炎
予

防
接
種
は
、
こ
れ
ま
で
任
意
接
種
（
予
防
接

種
法
の
対
象
外
で
希
望
者
が
自
費
で
受
け
る

も
の
）
で
し
た
が
、
今
年
６
月
の
予
防
接
種

法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら

次
の
乳
児
を
対
象
に
定
期
接
種
と
し
て
公
費

負
担
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

定
期
接
種
対
象
者

　

町
内
に
住
所
が
あ
る
平
成
28
年
４
月
１
日

以
降
に
生
ま
れ
た
乳
児

　

※ 

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
の
母
親
か
ら
生
ま

れ
、
健
康
保
険
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
受
け
た
乳
児
は
対
象
外

接
種
回
数

　

３
回

　

※ 

４
週
間
以
上
の
間
隔
で
２
回
接
種
し
、

さ
ら
に
１
回
目
か
ら
20
週
間
以
上
の
間

隔
で
１
回

接
種
時
に
必
要
な
書
類

・
母
子
健
康
手
帳

・
予
診
票
（
対
象
者
に
役
場
か
ら
送
付
）

けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
！

〜
９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間
で
す 

〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

　

介
護
を
必
要
と
せ
ず
、
健
康
に
問
題
の
な

い
状
態
で
日
常
生
活
を
送
れ
る
期
間
の
こ
と

を
健
康
寿
命
と
い
い
ま
す
。
健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
に
は
、運
動
、食
事
、禁
煙
、健（
検
）

診
の
受
診
な
ど
、
健
康
に
つ
い
て
心
が
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
生
を
長
く
楽
し
む
た
め
に
、
日
常
の
生

活
習
慣
を
少
し
変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
な
い
健
康
社
会
を
！

た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
な
い
健
康
社
会
を
！

適
度
な
運
動
で
い
つ
ま
で
も
健
康
に
！

適
度
な
運
動
で
い
つ
ま
で
も
健
康
に
！

食
事
か
ら
！

食
事
か
ら
！

毎
日
の
元
気
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

毎
日
の
元
気
は
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い

　

普
段
か
ら
元
気
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
、

糖
尿
病
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
う
つ
、

認
知
症
な
ど
に
な
る
危
険
性
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、
普
段
よ
り

10
分
間
多
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・ 

歩
く
時
は
歩
幅
を
広
く
し
た
り
、
早
歩
き

し
た
り
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

・ 

毎
日
の
家
事
も
、
キ
ビ
キ
ビ
と
体
を
動
か

す
こ
と
を
意
識
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
、
お
い
し
い

秋
の
味
覚
を
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
塩
分
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
取
り
過
ぎ
な
い
よ
う
心
が
け
な
が
ら
「
食

欲
の
秋
」
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
菜
が
不
足
気
味
な
人
は
、
も
う

１
皿
野
菜
料
理
を
増
や
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
を
吸
う
と
、
が
ん
や
心
疾
患
、
脳

血
管
疾
患
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

Ｄ
）
な
ど
に
か
か
り
や
す
く
な
る
ほ
か
、
糖

尿
病
や
脂
質
異
常
症
、
歯
周
疾
患
を
悪
化
さ

せ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
に
よ
く
な
い
と
思
い
つ
つ
、
な
か
な

か
や
め
ら
れ
な
い
た
ば
こ
。
そ
れ
は
あ
な
た

の
意
志
が
弱
い
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

ば
こ
に
含
ま
れ
る
依
存
物
質
が
原
因
で
す
。

ま
た
、
た
ば
こ
の
害
は
吸
う
人
だ
け
で
な
く
、

吸
わ
な
い
人
に
も
及
び
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
禁
煙
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。



広報 ふるさと香美 2016.9 － 4

まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごとまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

申
請
期
限
を
お
忘
れ
な
く
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
福
祉
課

臨
時
福
祉
給
付
金
、
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金

　

平
成
26
年
４
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
所
得
の
少
な
い
人
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
に「
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
」

と
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
賃

金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所
得
の
少

な
い
年
金
受
給
者
の
人
を
支
援
す
る
「
障
害

・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
（
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）」
の
２
つ

の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し
て
、
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
申
請
方
法
を
ご

確
認
い
た
だ
き
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
期
限
（
当
日
必
着
）
を
過
ぎ

た
場
合
、
い
ず
れ
の
給
付
金
も
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者

　

①
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
５

月
分
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
給
し
て
い
る
人

　

※ 

「
高
齢
者
向
け
給
付
金
」
を
受
給
し
た

人
は
対
象
外

支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円

申
請
期
間

　

①
②
と
も
に
９
月
23
日
（
金
）
〜
平
成
29

年
１
月
31
日
（
火
）
当
日
必
着

申
請
手
続
き

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
役
場
福

祉
課
ま
た
は
各
地
域
局
に
提
出
す
る
か
、
送

付
し
た
申
請
書
に
同
封
し
て
い
る
返
信
用
封

筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

①
平
成

①
平
成
2828
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

給
付
対
象
者

　

平
成
28
年
度
町
民
税
均
等
割
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人

　

※ 

市
町
村
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

（
町
外
在
住
者
含
む
）
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
人
、
ま
た
は
生
活
保
護
の
受
給
者

は
対
象
外

支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き
３
千
円

給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

給
付
金
（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

②
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

②
障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

時
福
祉
給
付
金
）

時
福
祉
給
付
金
）

　

町
内
で
は
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
下
水
道
の

整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
供
用
が
始
ま
っ

た
地
域
の
皆
さ
ん
は
早
期
に
下
水
道
へ
接
続

し
て
く
だ
さ
い
（
下
水
道
接
続
率
は
左
表
の

と
お
り
）。

　

な
お
、
工
場
の
汚
水
を
下
水
道
へ
流
す
際

に
は
事
前
の
届
出
や
、
工
場
排
水
の
水
質
改

善
の
た
め
に
新
た
に
排
水
設
備
の
設
置
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
下
水
道
接
続
工
事
を
行
う
際
、
次

の
利
子
補
給
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

私
た
ち
の
宝
〝
海
や
川
〞
を
汚
さ
な
い
よ
う
…

利
子
補
給
制
度

　

く
み
取
り
式
や
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

一
般
家
庭
が
、
町
内
の
金
融
機
関
か
ら
融
資

を
受
け
て
下
水
道
接
続
工
事
を
行
う
場
合
、

町
が
利
子
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

　

制
度
の
内
容
な
ど
は
役
場
上
下
水
道
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 接続率は、各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合
※ カッコ内は当該処理区内で供用開始した最も早い区域の年月

各処理区別下水道接続率

※接続率は 各処理区の人口に対する下水道接続人口の割合

地域・処理区 接続率
（今年 7月末現在） 供用開始年月

町全域 75.3％

香住区 67.5％

香住 52.9％ H18.5（一部 H16.3）

奥佐津 90.2％ H14.8（一部 H13.4）

相谷 86.1％ H13.4

安木 90.3％ H11.1

佐津 96.1％ H9.3

柴山 73.1％ H15.3（一部 H13.4）

長井北 97.0％ H9.3

長井南 96.5％ H10.3

余部 93.8％ H11.4

鎧 98.4％ H12.4

御崎 96.7％ H13.4

村岡区 89.0％

村岡 91.8％ H12.12（一部 H9.3）

兎塚 81.8％ H16.12（一部 H14.3）

射添 87.2％ H17.12（一部 H10.11）

大笹 97.7％ H16.12（一部 H2.1）

山田 90.9％ H15.8（一部 H14.10）

境 100.0％ H16.3

作山 83.3％ H17.1

小代区 84.8％

小代北 84.4％ H15.3（一部 H14.3）

小代南 86.5％ H14.6（一部 H14.4）

神場 56.8％ H14.4
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町
で
は
、
魚
食
普
及
や
地
産
地
消
を
推

進
す
る
た
め
に
、
町
内
で
水
揚
げ
さ
れ
た

魚
な
ど
を
使
用
し
て
料
理
教
室
な
ど
を
開

催
す
る
町
内
の
団
体
に
対
し
て
、
料
理
教

室
で
使
用
す
る
魚
な
ど
の
材
料
費
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

対
象
事
業

　

15
人
以
上
が
参
加
す
る
外
部
講
師
に
よ

る
料
理
教
室
な
ど

　

※
営
利
目
的
で
行
う
場
合
は
対
象
外

支
給
食
材

　

①
町
内
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類

　

②
町
内
の
業
者
か
ら
購
入
す
る
魚
介
類

　

③
参
加
者
１
人
当
た
り
５
０
０
円
ま
で

申
し
込
み
な
ど

　

① 

事
前
に
事
業
の
内
容
、
必
要
食
材
、

数
量
、
購
入
予
定
業
者
な
ど
に
つ
い

て
申
請

　

② 

町
内
の
業
者
に
必
要
食
材
を
発
注

　
　

※ 

注
文
、
会
場
へ
の
搬
入
は
申
請
者

で
行
う
こ
と

　

③ 

実
施
後
に
写
真
と
請
求
書
を
添
付
し

て
実
施
報
告
書
を
提
出

　

原
則
１
団
体
１
回
の
支
給
で
す
。

お魚の料理教室を支援します！
魚食普及、地産地消推進事業

●問い合わせ（申し込み）先　役場農林水産課

手
続
き
を
希
望
す
る
人
は
お
忘
れ
な
く
！

「
ク
リ
ー
ン
ま
す
」の
掃
除
を
お
願
い
し
ま
す
！

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所 

℡
０
７
９
６
・
２
６
・
３
６
７
２

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
上
下
水
道
課

特
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
更
新
交
付
手
続
き

１
ヵ
月
に
１
度
程
度
を
目
安
に
…

　

指
定
医
療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
の
更
新
手
続

き
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

更
新
を
希
望
す
る
人
は
手
続
き
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
更
新
手
続
き
の
案
内
に
つ
い
て
は
、
９
月
末

ま
で
に
各
受
給
者
宛
て
に
郵
送
し
ま
す
。

対
象
者

　

有
効
期
間
が
今
年
12
月
31
日
（
土
）
ま
で
の
特
定
医

療
費
（
指
定
難
病
）
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
で
、
平

成
29
年
１
月
１
日
以
降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交
付

を
希
望
す
る
人

申
請
期
間

　

10
月
３
日
（
月
）
〜
11
月
30
日
（
水
）

　

下
水
道
に
接
続
済
み
の
皆
さ
ん
で
、
自
宅
の
屋
外
排

水
路
に
ク
リ
ー
ン
ま
す
を
設
置
し
て
い
る
場
合
、
こ
ま

め
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う（
１
ヵ
月
に
１
回
程
度
を
目
安
）。

　

ク
リ
ー
ン
ま
す
の
掃
除
を
怠
る
と
、
宅
内
の
排
水
口

か
ら
悪
臭
が
し
た
り
、
油
脂
分
な
ど
の
固
着
に
よ
っ
て

排
水
が
逆
流
し
、
宅
内
の
排
水
口
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

※ 

い
ず
れ
の
人
も
12
月
28
日
（
水
）
ま
で
更
新
手
続

き
は
可
能
で
す
が
、
新
し
い
受
給
者
証
の
発
送
は

平
成
29
年
１
月
１
日
（
日
）
以
降
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
先

　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

　

※ 

た
だ
し
10
月
４
日
（
火
）、
10
月
11
日
（
火
）、
10

月
18
日
（
火
）、10
月
25
日
（
火
）、11
月
１
日
（
火
）、

11
月
８
日
（
火
）、
11
月
15
日
（
火
）、
11
月
22
日

（
火
）、
11
月
29
日
（
火
）
の
９
日
間
は
新
温
泉
健

康
福
祉
事
務
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
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問い合わせ先

役場総務課防災安全室

　

怪
我
を
し
た
人
を
移
動
さ
せ
る
た
め
に
、

通
常
は
肩
に
担
い
だ
り
、
抱
っ
こ
し
た
り
し

ま
す
。
し
か
し
、
災
害
時
は
、
が
れ
き
な
ど

が
散
乱
し
担
架
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

近
く
に
担
架
が
な
い
場
合
は
、
身
近
な
物

で
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
万
一
の
災
害

に
備
え
て
一
度
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

身
近
に
あ
る
も
の
を
活
用
し
よ
う

　

用
意
す
る
も
の
は
毛
布
と
２
本
の
棒
で
す
。

下
図
の
よ
う
に
簡
単
に
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
棒
は
物
干
し
竿
な
ど
で
も
代
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、毛
布
が
な
い
場
合
は
、上
着
を
使
っ

て
作
成
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

廃家電（家電 4品目）

正しいリサイクルにご協力を！正しいリサイクルにご協力を！

　家電 4品目（テレビ、エアコン、電気冷蔵庫・電

気冷凍庫、電気洗濯機・衣類乾燥機）は、家電リサ

イクル法に基づいたリサイクルが義務づけられてい

ます。

　これらの家電の収集、処理は町では行っていませ

ん。また、クリーンパーク北但への直接持ち込みも

できませんので、不要になった場合は以下の方法で

リサイクルにご協力ください。

買い替える場合

　新しい家電製品を購入する販売店に引き取りを依

頼してください。

買い替えずに廃棄だけする場合

　以前にその家電製品を購入した販売店に引き取り

を依頼してください。

※ 販売店には、以前販売した家電、

もしくは、買い替える時に引き取

りを求められた家電を引き取る義

務があります。

　なお、購入した販売店が分からない、または、なく

なった場合は、兵庫県電機商業組合に加入している協

力店に依頼するか、直接、指定引取場所に持ち込む方

法がありますが、詳しくは町HPで確認するか、役場

町民課にお問い合わせください。

　いずれの場合でも、リサイクル料金が必要です。ま

た、販売店に引き取りを依頼する場合は収集運搬料金

が必要となります。詳しくは引き取りを依頼する販売

店などにご確認ください。

●問い合わせ先　役場町民課

　3月末で廃止となった「乾電池類用」およ

び「危険ごみ用」の袋は「燃やすごみ用（大）」

指定袋と交換できます。

　期限は 9月 30 日（金）までですので、お

早めに役場町民課または各地域局で交換手続

きを行ってください。

指定袋の交換は 9月 30 日までに！

簡易担架の作り方

災
害
に
備
え
て
簡
易
担
架
を

災
害
に
備
え
て
簡
易
担
架
を

作
っ
て
み
よ
う
！

作
っ
て
み
よ
う
！
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【事例】

　スマートフォンでアダルトサイトを検索し、

クリックしたところ「登録完了」となり、あ

わてて問い合わせ先に電話をかけた。

　「今ならキャンペーンで 40 万円、それを

過ぎれば 100 万円支払うようにと規約に書

いてある。今すぐ全額支払えとはいわないが

誠意を見せろ。１万円でもいい。近くのコン

ビニに行って、指示どおりにしろ」と言われた。

　指示通りにコンビニに行き、端末を操作し

て電子マネーのギフト券を１万円購入し「プ

リペイド番号通知票」に書かれた番号を伝え

た。

【ひとことアドバイス】

◆ 成立していない登録料金の支払いを強要し、コ

ンビニに誘導して端末を操作させたうえ、現金

を入金させてギフト券の番号を購入させるもの

です。

◆ ギフト券の番号を伝えることで、相手がギフト

券を使用できる仕組みです。

◆ プリペイド型電子マネーギフト券はレジで支払

うものもありますが、端末での購入は入金操作

が容易なうえ、人の手を介さないので被害に遭

いやすいとされています。

◆ ワンクリックで契約は成立しません。絶対に自

分から連絡せず、もし請求されても無視し、安

易に金銭を支払わないようにしましょう。

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

　賢い消費者になりましょう！

活費 相談

ワンクリック詐欺に要注意！
～支払いはコンビニの電子マネー～

　

家
事
援
助
事
業
と
は
今
年
４
月
か
ら
始

ま
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が
利
用

希
望
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
掃
除
や
買
い
物
、

調
理
、
布
団
干
し
、
薬
の
受
け
取
り
な
ど
、

日
常
生
活
に
お
い
て
不
自
由
に
な
っ
て
い
る

家
事
な
ど
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

利
用
料
金
（
自
己
負
担
額
）

　

利
用
料
金
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

利
用
で
き
る
人

① 

要
支
援
１
、
２
の
認
定
を
受
け
た
人

②
※

事
業
対
象
者
と
判
定
さ
れ
た
人

　

※
事
業
対
象
者
と
は
…

　
　

 

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
で
要
支
援
相
当

と
判
定
さ
れ
た
65
歳
以
上
の
人

利
用
方
法

　

ま
ず
は
い
き
い
き
相
談
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

ケ
ア
プ
ラ
ン
（
支
援
計
画
）
を
作
成
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

利
用
頻
度
な
ど
を
調
整
し
ま
す
。

家
事
援
助
事
業
の
紹
介
！ ●問い合

わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

区分 利用料

8:00 ～ 18:00（平日） 170 円 /1 時間

6:00 ～ 8:00（平日）

18:00 ～ 22:00（平日）

土日祝日および年末年始

200 円 /1 時間

初回加算 100 円（初回のみ）

交通費加算（移動が必要な場合） 30 円 /1 回

▼家事援助事業利用料

※一定所得以上の人は利用料が 2倍になります。

　また利用は 1回 1時間未満では週 2回が上限です

▲高齢者宅で掃除を行うシルバー会員
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みなさんに

にじゅうまる

文 芸 か み文 芸 か み
香住短歌会香住短歌会

先
人
の
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
鋤
き
込
み
て
受
け
継
ぎ
し

畑
は
わ
れ
の
聖
域　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

わ
が
肩
に
食
い
込
む
荷
物
の
重
た
さ
に
歩
は
進
ま
ず

に
汗
た
れ
る
道　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

紫
陽
花
と
桔
梗
の
花
ま
た
ゆ
う
す
げ
も
い
い
ね
い
い

ね
と
町
歌
を
う
た
う　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

「
ヒ
グ
ラ
シ
が
鳴
か
ん
か
な
ぁ
」
し
り
こ
ま
で
螺
旋

の
つ
ぼ
焼
き
か
ざ
し
見
る
兄　
　
　

小
西 

松
子

だ
れ
も
皆
未
知
の
世
界
を
生
き
ゆ
く
に
精
い
っ
ぱ
い

な
り
八
月
の
柘
榴　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 

冨
美
代

夏
燦
々
沖
野
神
社
の
大
欅
暑
さ
か
ら
人
を
休
ら
わ
す

涼
風
が
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

遅
き
湯
に
肩
ま
で
つ
か
り
独
り
聞
く
遠
き
松
原
に
風

わ
た
る
音　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
田 

和
代

月
見
草
の
花
の
咲
い
て
ゐ
る
土
手
の
道
蛍
追
ひ
か
け

走
り
ゐ
る
吾　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 
明
美

腹
ま
で
は
黒
く
な
い
よ
と
の
ど
黒
は
喉
ま
で
見
せ
て

大
口
を
開
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　長板老人会は、昭和 50 年から 40 年以上、国道 9号

沿いの道路端花壇の植栽および維持管理を行い、道路の

美化清掃に貢献。平成 5年には近畿地方整備局長表彰、

平成 25年には（公社）日本道路協会長表彰を受賞され

ました。

　平成 16年に結成された「香美町村岡区国道 9号沿道

美化推進協議会」の一員として現在、幅広い活動を行っ

ています。

長年にわたり道路美化などに貢献

道路愛護等国土交通大臣表彰受賞
　長板老人会

▲表彰を受けた長板老人会の中村一
い ち じ

治副会長

 おめでとうございます

町内から表彰受賞者がありました
（順不同・敬称略）

道路愛護等功労者表彰近畿地方整備局長表彰

　村岡ライオンズクラブ

道路功労者表彰

　道の駅「あゆの里矢田川」
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【主なマークの意味】

…支援…お知らせ …募集 …開催 …医療 …防災…生活 …健康 …福祉 …その他

求人情報
詳細はハローワークにおたずねください

（平成 28年 8月 19 日現在、順不同）

●問い合わせ先　ハローワーク香住　　　℡ 0796・36・0137

記
後

編
集

　

熱
戦
が
続
い
て
い
た
リ
オ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
終
わ
り
ま

し
た
。
日
本
は
金
メ
ダ
ル
12

個
を
含
む
史
上
最
多
の
41
個

の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
本
当
に

す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。

　

さ
て
、
４
年
後
は
東
京
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
一
度
で
い

い
か
ら
、
現
地
で
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
試
合
を
見
て
み
た

い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　

（
コ
バ
ヤ
シ
）

※ このコーナーは、先月（7/21 ～ 8/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

お悔やみ申し上げます

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

※ このコーナーは、先月（7/21 ～ 8/20）の届出分の内、承諾を
得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

こんにちは、赤ちゃん

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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まちからのおしらせまちからのおしらせまちのできごと ま ち の う ご きま ち の う ご き

写真でつづる
まちのできごと

Photo News

　

町
、
町
教
育
委
員
会
、
町
人
権
教
育
研
究
協
議
会
香
住
支
部
の
共

催
で
「
人
権
講
演
会
」
が
８
月
７
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
県
民
運
動
」
を
展
開
し
て

い
て
、
毎
年
８
月
は
推
進
強
化
月
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
講
演
会
は

こ
の
月
間
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
こ
の
他
に
も
人
権
・
平
和
パ
ネ

ル
展
や
人
権
映
画
の
上
映
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
北
京
、
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
日
本
代
表
で

看
護
師
の
伊
藤
真ま

な

み波
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
あ
き
ら
め
な
い
心
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
看
護
学
生
だ
っ
た
20
歳
の
時
に
交
通
事
故
に
遭
い
右

腕
を
切
断
。
し
か
し
夢
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
日
本
で
初
め
て

の
義
手
の
看
護
師
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
者
水
泳
に
も
取
り

組
み
、
北
京
、
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
「
ど
ん
な
こ
と

も
腕
が
な
い
こ
と
を
言
い
訳

に
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
一
人
で
は
な
く
、
支
え

て
く
れ
る
家
族
が
い
ま
す
。

家
族
の
お
か
げ
で
前
向
き
な

考
え
が
で
き
ま
し
た
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
義
手
で
バ
イ
オ

リ
ン
を
演
奏
し
、
観
客
を
魅

了
し
ま
し
た
。

▲バイオリンを演奏し観客を魅了する伊藤さん

腕
が
な
い
こ
と
を
言
い
訳
に
し
な
い
！

人
権
講
演
会
（
８
月
７
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　

真
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
オ
パ
ー
ク
魚
と
元
気
っ
こ
」
が
８

月
５
日
、
三
田
浜
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な
ど
約
２
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
香
美
町
香
住
観
光
協

会
（
藤
原
進
之
助
会
長
）
が
主
催
し
、
地
引
き
網
や
宝
さ
が
し
を

す
る
こ
と
で
、
海
や
魚
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

参
加
者
は
二
手
に
分
か
れ
、
下
浜
地じ

び

き

あ

み

曳
網
組
合
が
設
置
し
た
網

を
「
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し
ょ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
一
生
懸
命
波

打
ち
際
ま
で
引
き
寄
せ
ま
し
た
。

　

引
き
上
げ
た
網
に
は
珍
し
い
タ
カ
ノ
ハ
ダ
イ
の
ほ
か
ア
ジ
、
イ

シ
ダ
イ
、
ウ
マ
ヅ
ラ
ハ
ギ
な
ど
が
大
量
に
入
っ
て
い
て
、
子
ど
も

た
ち
は
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

家
族
で
訪
れ
て
い
た
尾
﨑
裕ゆ

う

こ子
さ
ん
、
純じ

ゅ

ん

た太
ち
ゃ
ん
、
涼り

ょ

う

や哉

ち
ゃ
ん
親
子
（
豊
岡
市
）
は
「
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
こ
こ

ま
で
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
中

に
は
サ
メ
も
入
っ
て
い
た
の
で

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
来
年
も

ま
た
参
加
し
た
い
で
す
」
と
楽

し
そ
う
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
宝
さ
が
し
が
行
わ

れ
、
花
火
や
お
菓
子
な
ど
の
他

に
、
こ
の
日
捕
れ
た
新
鮮
な
魚

も
景
品
と
し
て
配
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 大量に獲れた魚に驚く参加者の皆さん

大
漁
の
魚
に
大
興
奮
！

ジ
オ
パ
ー
ク
魚
と
元
気
っ
こ
（
８
月
５
日
、
三
田
浜
海
水
浴
場
）
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６
年
ぶ
り
の
公
開
と
初
の
イ
ベ
ン
ト
！

余
部
埼
灯
台
一
般
公
開
と
香か

み

が

み

美
神
の
頂
に
登
ろ
う
（
８
月
11
日
、
香
住
区
御
崎
地
区
）

　

８
月
11
日
、
海
面
か
ら
の
高
さ
日
本
一
（
２
８

４
ｍ
）
の
余
部
埼
灯
台
が
６
年
ぶ
り
に
一
般
公
開

さ
れ
、
地
元
の
住
民
や
観
光
客
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

同
灯
台
は
普
段
は
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
こ

の
日
は
特
別
に
公
開
。
参
加
し
た
人
た
ち
は
43
㎞

先
ま
で
届
く
と
い
う
直
径
1
・
６
ｍ
の
大
型
レ
ン

ズ
な
ど
の
設
備
に
触
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
藤
田
洋
嗣
さ
ん
（
福
知
山
市
）
は
「
灯

台
の
上
か
ら
見
る
景
色
は
と
て
も
美
し
く
、
内
部

の
機
械
も
と
て
も
精
密
で
し
た
。
次
回
は
桜
が
満

開
の
季
節
に
来
て
み
た
い
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う

に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
か
ら
祝
日
と
な
っ
た
「
山
の
日
」

を
記
念
し
て
、
町
内
の
山
な
ど
７
ヵ
所
を
巡
る

「
香
美
神
の
頂
に
登
ろ
う
」
も
同
時
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
同
じ
く
平
家
伝
説
が
残
る
畑
地

区
と
、
昔
の
連
絡
手
段
と
さ
れ
て
い
た
の
ろ
し

を
実
際
に
上
げ
、
お
互
い
に
確
認
が
取
れ
る
か

を
試
し
ま
し
た
。

　

御
崎
区
自
治
会
長
の
門
浦
光
吉
さ
ん
は
「
確

認
が
取
れ
て
安
心
し
ま
し
た
。
来
年
も
実
施
し

た
い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

２
年
間
の
活
動
を
報
告
！

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
終
了
に
伴
う
表
敬
訪
問
（
８
月
16
日
、
役
場
本
庁
舎
）

　

平
成
26
年
７
月
か
ら
２
年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

（
独
立
行
政
法
人 

国
際
協
力
機
構
）
の
青
年

海
外
協
力
隊
員
と
し
て
、
南
ア
メ
リ
カ
西
部

に
あ
る
エ
ク
ア
ド
ル
共
和
国
に
看
護
師
と
し

て
赴
任
し
て
い
た
井
上
美
希
さ
ん
（
村
岡
区

福
岡
）
が
８
月
16
日
、
役
場
本
庁
舎
を
訪
れ
、

西
内
副
町
長
に
帰
国
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
以
前
か
ら
海
外
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

に
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
滞
在
し
た
経

験
も
。
今
回
は
エ
ク
ア
ド
ル
北
部
の
イ
ン
バ

ブ
ー
ラ
県
慈
善
財
団
に
看
護
師
と
し
て
派
遣

さ
れ
、
巡
回
医
療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
活

躍
を
し
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
「
現
地
で
は
糖
尿
病
や
鉄
欠
乏

性
貧
血
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
、
病
気
に
対
す
る

知
識
が
乏
し
い
こ
と
が
問
題
で
し
た
。
衛
生
教

育
や
疾
病
予
防
活
動
を
自
分
の
派
遣
期
間
終
了

後
も
定
着
す
る
よ
う
に
努
力
し
ま
し
た
」
と
現

地
の
成
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

報
告
を
受
け
た
西
内
副
町
長
は
「
お
疲
れ
様

で
し
た
。
今
回
、
得
た
こ
と
を
今
後
に
生
か
し

て
く
だ
さ
い
」
と
今
回
の
派
遣
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

▲派遣ボランティア終了の報告に訪れた井上さん（右）と西内副町長

▲ヒノキやスギの青葉でのろしを上げる御崎地区の皆さん

　

８
月
８
日
、
香
住
漁
港
東
港
な
ど
で
村
岡
小
学
校
の
６

年
生
17
人
が
参
加
し
、
少
年
少
女
水
産
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
教
室
は
但
馬
漁
業
協
同
組
合
の
関
係
者
で
組
織
す

る
「
香
住
の
海
の
会
」
が
主
催
し
、
生
き
た
魚
に
触
れ
る

こ
と
で
海
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
は
同
漁
協
青
壮
年
部
や
女
性
部
、

県
立
香
住
高
校
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
海
の
文
化
館
が
協
力
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

香
住
高
校
「
但
州
丸
」
で
の
乗
船
体
験
で
は
、
普
段
は

見
る
こ
と
が
な
い
操
舵
室
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
、

香
住
沖
約
６
㎞
ま
で
行
き
、
ト
ロ
ー
ル
漁
を
見
学
し
ま
し

た
。
上
が
っ
て
き
た
網
に
は
ア
ジ
や
エ
イ
、
イ
カ
、
カ
レ

イ
、
チ
ダ
イ
な
ど
が
入
っ
て
い
て
、
中
に
は
50
㎝
を
超
え

る
立
派
な
マ
ダ
イ
も
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

下
船
後
は
女
性
部
が
準
備
し
た
ハ
タ
ハ
タ
の
唐
揚
げ
や

南
蛮
漬
け
に
加
え
て
、
先
ほ
ど
獲
れ
た
ば
か
り
の
チ
ダ
イ

の
刺
身
な
ど
を

味
わ
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
藤

原
心し

ん

た大
さ
ん

（
村
岡
区
野
々

上
）
は
「
漁
を

見
た
の
は
初
め

て
で
す
。
魚
が

た
く
さ
ん
獲
れ

て
良
か
っ
た
で

す
。
ま
た
乗
り

た
い
で
す
」
と

う
れ
し
そ
う
に

語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

日
本
海
を
楽
し
も
う
！

少
年
少
女
水
産
教
室
（
８
月
８
日
、
香
住
漁
港
東
港
な
ど
）

▲ 普段は見慣れない機械の説明を聞く子どもたち
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役場各課など
主な施設の連絡先

〒
669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
http://www.town.mikata-kami.lg.jp

役場本庁舎　　36・1111( 代表 )

　総　務　課　36・1111

　財　政　課　36・1942

　企　画　課　36・1962

　税　務　課　36・1113

　会　計　課　36・4321

　町　民　課　36・1110

　 消費生活センター　36・1941

　健　康　課　36・1114

　福　祉　課　36・1964

　農林水産課　36・0846

　観光商工課　36・3355

　建　設　課　36・1961

　上下水道課　36・0420

　議会事務局　36・1963

村岡地域局　　94・0321( 代表 )

小代地域局　　97・3111( 代表 )

町教育委員会　94・0101

　香住区中央公民館

　　（香住区生涯学習センター）

　　　　　　　36・3764

　村岡区中央公民館

　　　　　　　98・1366

　小代地区公民館

　　（小代区地域連携センター）

　　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住文化会館　36・1026

香住老人福祉センター36・5008

村岡老人福祉センター98・1000

小代高齢者生活支援センター97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

まちのうごき

合　計

　男　

　女　

世帯数

カッコ内は前月比

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
138

号
）
平
成
28
年
9
月
8
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

18）

8）

10）

2）

（平成 28 年 8月 1日現在）

18,836 人（－

9,017 人（－

9,819 人（－

6,712 世帯（＋

みんなのがっこうみんなのがっこう
第
10
回

小
代
小
学
校

学校の略歴

明治 8年 平野光明寺を借りて小代全域を校区として開校

昭和 44 年 3 校統合し小代小学校開校式

昭和 51 年 文部省道徳・同和教育研究発表会

昭和 62 年 但馬へき地教育研究発表会開催

平成 3年 但馬小学校家庭科教育研究発表会開催

平成 6年 「全国植樹祭」に緑の少年団が参加

平成 9年 第12回近畿へき地教育研究大会、第 36 回兵庫県へき地教育研究大会開催

平成 13 年 「学校安全優良校・良い歯の優良校」を受賞

平成 15 年 地域連携センターを併設した新校舎が完成

平成 17 年 「全日本学校歯科保健優良校」を受賞

平成 23 年 県から環境教育の取り組みが評価されグリーンスクールの表彰受賞

　

小
代
小
学
校
（
井
上
英
明
校
長
、
88

人
）
は
「
強
く
正
し
く 

清
く
優
し
く 

直
く
明
る
く
」
を
校
訓
と
し
「
ふ
る
さ

と
で
学
び
、
誇
り
と
夢
を
も
ち
、
た
く

ま
し
く
、
心
あ
た
た
か
い
小
代
っ
子
の

育
成
」 

を
教
育
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、
校
区
内
に
２
つ
の
ス
キ
ー

場
が
あ
り
ス
キ
ー
が
非
常
に
盛
ん
で
す
。

ス
キ
ー
教
室
は
町
内
の
学
校
の
中
で
は

一
番
多
く
年
４
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
最
後
の
回
に
は
保
護
者
な
ど

の
協
力
の
も
と
記
録
会
が
行
わ
れ
、
今

ま
で
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

　

ま
た
、
小
代
中
学
校
が
隣
接
し
て
い

る
利
点
を
生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
運
動
で
は
児
童
会
と
生
徒

会
が
合
同
で
小
学
校
の
玄
関
前
で
大
き

な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
中
学
校
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

を
見
習
っ
て
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
夏
休
み
に
合
同
で
陸
上
練

習
を
行
う
な
ど
交
流
が
盛
ん
で
す
。

　

井
上
校
長
は
「
友
だ
ち
同
士
の
結
び

つ
き
が
強
く
、
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。
将
来
は

友
だ
ち
の
わ
ず
か
な
良
さ
に
も
気
づ
く

よ
う
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
香
住
第
一
中
学
校
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

▲スキーの記録会で練習の成果を発揮する児童

▲大きな声であいさつをします（児童会・生徒会合同あいさつ運動）


